
鶴見川舟運復活プロジェクト http://shuuun.mokusiroku.com　
昔、鶴見川においては「舟運」という文化がありました。
流域自然や伝統文化の中には、我々の生活に関連することが多く含まれることに気付かされます。



むかしの太尾河岸（船着場）

太尾付近の屋号

新羽橋

太尾橋

航空写真　1955年（昭和30年）

太尾橋の写真森菊夫筆の「太尾橋と太尾河岸」の図

「荷場（にば）」荷物を降ろす場所から

新羽（にっぱ）と呼ばれるようになった



なぜ新羽に船着場ができたのだろうか？

自然環境を利用した舟運

潮の満ち引きを活用

道路が発達していなかった
時代は、大きな荷物は川を
使って運ばれていた



鶴見川で使われていた舟・・・

池谷家の御用船調査 飯田家の水害予備船調査
アカトリ（掻い出し）

大水や水害時、舟は必需品だった



舟を造って、川に浮かべてみよう！　１艇め：舟運丸

亀甲橋から新羽橋までの鶴見川舟行



和舟を建造！　２艇め：たちばな　


